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成果の概要／奥田敏広 
 
伝説が、それを生み出した文化にとってきわめて重要なものであることは当然であるが、

近代欧米を代表する芸術家リヒャルト・ワーグナーの作品も多く伝説に基づいているのは

周知の事実である。しかし一方、ワーグナーの芸術は伝説を批判的に分析し解体しようと

するものだとする解釈が、現代ではどちらかと言うと主流となっている。このような傾向

には、精神分析やアドルノらの批判的批評もさることながら、伝説がゲルマン精神への回

帰をスローガンとするナチズムに利用された、という過去への反省が何といっても大きな

原因となっていることは言うまでもない。 
しかし、ナチズムから時間的にも空間的にも離れた現代の日本において、そろそろその

ような恐怖心を克服し、伝説と冷静に向きあうべき時が来ているのではないだろうか。近・

現代芸術においても中世伝説が欠くことのできない意味をもっているのは何といっても否

定できないことだからである。そういう中で、ある種の統合、すなわち、伝説の単なる継

承でもなければ解体でもなく、近代において伝説の何が解体され、何が受け継がれ、そし

て何が付け加えられたのかという変容をテーマとして論じたのが本書である。 
 取りあげた中世伝説は、タンホイザー伝説、ワルトブルクの歌合戦の伝説、聖人伝説と

しての聖エリーザベト伝説、英雄伝説としてのジークフリート伝説、ハーメルンの笛吹き

男の伝説など、もっぱらワーグナーの作品と関係の深いものが中心である。しかし、本書

の対象となっている近代芸術家は、もちろんワーグナーが中心にいるのは間違いないが、

ワーグナーと比較してその特徴を明らかにするためにも、フランツ・リスト、ゴットフリ

ート・ケラー、ルートヴィヒ・ティーク、ハインリヒ・ハイネ、クリスティアン・アンデ

ルセンらの作品も取りあげ、広く欧米近代芸術一般における伝説の意味を視野に入れてい

る。 
 ところで、本書の具体的な方法について特筆すべきは、文字通り百花繚乱の観のある現

代のワーグナー作品の諸演出を大きく取り上げ、それを議論の中心に置いている点である。 
戦後のバイロイト音楽祭復興を担ったヴィーラント・ワーグナーの演出に始まり、音楽祭

１００周年を飾るパトリス・シェローの『ニーベルングの指環』の演出を経て、現代のワ

ーグナー演出は、ますます大胆かつ先鋭に、かつほとんど「改作」と言えるほど斬新な実

験を繰り返している。その内、本書ではカーセン、コンヴィチュニー、フリードリヒ、ヘ

ルツ、ヴァイクル、ラングホフ、カタリーナ・ワーグナー、クプファーらの演出を主とし

て取りあげた。 
 もちろん、それらは百花繚乱とは言っても、概ね伝説との関係を否定したり無視したり

する傾向が強いものであるのは言うまでもない。そのような演出におけるワーグナー解釈

を、本書において一方の極に置き、それらを批判的に検討・分析することを通じて本書は

展開されている。それと、本書が新聞等の時評と違うのは、中世伝説から近代文学へとい

う大きな文脈の中でドイツ文学の歴史と伝統を踏まえつつ、そしてまたそれらについての



最新の先行文学研究を踏まえて論じている点であり、そのような視点から様々の現代演出 
を取りあげている点である。 
 その結果として、ワーグナーという近代芸術家に置いて、伝説を過去の遺物として見る

のではなく、その芸術創造における不可欠で根源的な源泉になっていること、しかもそれ

は、まさに近代のために、近代にふさわしい形と意味においてそうなっていることが、本

書で明らかにされている。そしてその際大きな役割を演じているテーマが、「愛」に他なら

ない。英雄伝説や聖人伝説に見るように、宗教や共同体が何といっても基盤となって中世

伝説を基に、ワーグナーはそれらをいわば換骨奪胎させて「近代の愛」を描いたのである。 
 それにしても、ワーグナー芸術における「愛」は、因習や宗教から解放され、自由と光

輝に満ちた官能的で肯定的な「近代の愛」であると同時に、また混乱と悲惨をもたらしが

ちな恐ろしくもあれば獣的ないまわしいものでもある。「近代の愛」の、もっとも純粋

で至高の表現者であると同時にまた、その盲目で残酷な本質の表現者でもあるのが、近

代芸術家ワーグナーなのである。この「近代の愛」に対する批判的精神の根源には、や

はり素材となった伝説の存在があると言わねばならない。本書の題名にある「恋する聖

女」にはこのような問題意識が孕まれている。 
それにしても、「近代の愛」の一つの側面についてなら、他にも世界文学において例

はいくらでも見つかるであろう。たとえば、その肯定的な側面なら、至高で理想的な愛

を実践したゲーテのヴェルターがいる。また、否定的、破壊的な側面なら市民の無味乾

燥な日常とロマンティックな夢の乖離から死に至るボヴァリー夫人や、妻とその愛人を

殺す『クロイツェル・ソナタ』の主人公がいる。しかし、その創造的な面と破壊的な面

のそれぞれについて、ワーグナーほどその多層的な形を徹底的に表現した芸術家は他に

いないと言わねばならない。 

 


